
　中南米地域は、以下の三つの点から日本
にとって重要な地域といえます。
　一つは経済的な可能性です。域内の人
口約6.4億人、GDP（国内総生産）約5兆ドル。
鉱物資源が豊富で農業生産性も高く、日本
にとって資源や食料の安定供給地です。日
本が開発協力を行うことで地域の経済力が
高まれば、貿易・投資の相手国としていっそ
う強い関係を築くことができます。
　二つ目は、1国1票が原則の国際的な場
では、33か国からなる中南米は大きな勢力だ
ということです。しかも大半の国が民主主義
や市場経済といった基本的価値を日本と共
有しています。開発協力を通して地域の安定

や環境など地球規模課題への取り組みを続
けることで、それらの課題を討論・決議する国
連などの国際的な場で、政策面で連携でき
る日本の良好なパートナーとなりえます。
　最後の理由は、友好な2国間関係が歴史
的にも長く、親日国が多いこと。213万人規
模の日系社会があることも、日本とのつなが
りを深めています。
　ODA（政府開発援助）は、国益を追求する
ための重要な外交ツールです。開発協力に
より中南米地域の発展に貢献することは、日
本との信頼関係や経済関係、国際社会で
の連携を強化することにつながります。

33の国がある中南米地域。
日本との関係や、開発協力について
解説します。
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　外務省の国別開発協力方針では、中南
米の多くの国で防災と環境分野への協力を
強化するとしています。太平洋沿岸諸国は
地震や津波などの防災の必要性が高く、中
米カリブ地域では毎年ハリケーンによる洪水
や地滑りなどの被害が報告され、気候変動
や自然災害への弱さを抱えています。また
「地球の肺」と呼ばれるアマゾンの熱帯雨林
の環境や生物多様性の保全、廃棄物処理
など環境問題への協力要請も多数あります。
　また、所得水準の高い国でも依然として残

＊ 2020年8月付の国連発表より。

国の発展段階に応じた
きめ細かい協力を行っています。2

具体的にはどんな協力を行っているの？2

　中南米地域は国の発展段階もさまざまで
す。OECD（経済協力開発機構）が4年ごと
に発表しているODA受け取り国リストによれ
ば、同地域の貧困国から低中所得国はハイ
チ、ニカラグア、ホンジュラス、ボリビア、エル
サルバドルの5か国で、残る28国は中進国
以上、うち6か国は同リスト卒業国です。
　貧困国や低中所得国での協力の中心は、
無償資金協力や技術協力による基礎的な
医療・保健や教育の環境整備と質の向上で
す。ハイチではユニセフ（国際連合児童基
金）と連携したコレラ対策や、小・中学校の
建設を実施。中米地域では算数・数学の能
力向上への協力や、熱帯病の一種である
シャーガス病対策を行っています。
　難民・移民も大きな課題です。中米の北部
トライアングル（グアテマラ、エルサルバドル、
ホンジュラス）からの「移民キャラバン」（貧
困や治安の悪さから逃れ、安定した衣食住を
求めてアメリカを目指す中米の人たちが形成
する遠征集団）の問題のほか、南米ではベ
ネズエラにおける経済・社会情勢の悪化で、
520万人＊の難民・移民が近隣諸国に流出し
ました。こうした状況に対し、日本は複数の国

際機関と連携して、中米での移民流出防止
や帰還移民の社会への再統合、ベネズエラ
の周辺国での一時保護体制強化や食料支
援を行っています。
　中進国以上の国への開発協力は、負担
の少ない金利と条件での有償資金協力（円
借款）や無償での技術協力が中心です。気
候変動対策や再生可能エネルギー導入促
進、上下水道整備、廃棄物処理などの協力
がいくつかの国で行われています。パナマで
は、環境に配慮した経済基盤整備として中
南米初のモノレール整備の計画が決まって
います。
　また、これまでの日本との協力を通して経
済的に力をつけてきた国 （々チリ、アルゼンチ
ン、メキシコ、ブラジルなど）をパートナーに、
日本の知見を他の中南米地域へ普及させる
「三角協力」も進んでいます。ブラジルで普
及した日本の交番制度や、メキシコが導入し
た心臓カテーテルの治療技術が、その国を
拠点に他国へ広がっています。日本と同様
に地震や津波が多いチリは、長年行われて
きた防災協力の知見を中南米地域に普及さ
せる人材育成の拠点となっています。

る所得格差の是正や、各国のSDGs達成
への貢献も引き続き重要な課題です。特に
今年は新型コロナウイルスの感染拡大で、
医療・保健体制の強化が喫緊の課題となっ
ています。ほかにも、都市交通機能や電力・
道路などのインフラ整備、産業振興や雇用
の創出、中小企業の生産性向上などによる
経済の活性化など、まだまだ日本が中南米
地域の発展に貢献できる分野は多く、中南
米諸国との連携をこれからも強めていきます。

日本にとって
大切なパートナー
なんだね

上 ： コスタリカが円借款で建設した地熱発電所（建設
中のタービン建屋と冷却塔）。同国の再生可能エネル
ギーによる電力供給が強化された。
下 ： パナマで円借款による建設が決まったモノレール
（完成予想図）。パナマ首都圏の交通機能改善や

CO2排出削減への貢献が期待される。

左 ： 日本の無償資金協力でハイチに建設された小学校。
右 ： エクアドルでは、国連世界食糧計画（WFP）とともにベネズエラ難民・移民への食糧援助に協力した。
© WFP/Ecuador Alexis Masciarelli

ブラジルとの三角
協力で交番制度が
整備されたグアテ
マラ。警察官が高
齢者を介助する場
面も見られるように
なった。
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